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⑭第二の開港と市町村合併
（平成14～15年）

アジアで初めての日韓両国によるサッカーワールドカップが開催さ
れた平成14年は、成田市にとって大きな節目を迎えた年となりました。
第1番目は、建設が決まってから36年、開港してから四半世紀、2本
目の滑走路として暫定平行滑走路が供用開始されました。第2番目は市
町村合併問題で、空港周辺地域2市8町1村による成田地域任意合併検
討協議会の設立でした。地域の将来に関わる重要な問題とあって、市
民の関心が非常に高かったものでした。

昭
和
53
年
の
開
港
以
来
、
４
千
ｍ
滑

走
路
一
本
で
運
用
さ
れ
て
い
た
成
田
国

際
空
港
は
、
平
成
14
年
４
月
18
日
、
２

本
目
の
暫
定
平
行
滑
走
路（
２
、１
８
０

ｍ
）が
供
用
開
始
し
ま
し
た
。

反
対
派
と
の
話
し
合
い
で
建
設
を
中

第
二
の
開
港

断
し
て
い
た
二
期
工
事
は
、
サ
ッ
カ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
開
催
に
間
に
合
わ
せ

る
た
め
平
成
11
年
12
月
に
再
開
。
し
か

し
、
滑
走
路
内
予
定
地
の
土
地
の
買
収

が
で
き
ず
、
当
初
計
画
の
２
、５
０
０
ｍ

よ
り
３
２
０
ｍ
短
縮
し
て
平
成
13
年
10

月
に
完
成
し
ま
し
た
。

供
用
開
始
を
前
日
に
控
え
た
17
日
、

新
滑
走
路
上
で
は
安
全
祈
願
祭
、
記
念

式
典
が
行
わ
れ
、
扇
千
景
国
土
交
通
大

臣
、
中
村
徹
・
新
東
京
国
際
空
港
公
団

総
裁
、
堂
本
暁
子
千
葉
県
知
事
、
小
川

国
彦
成
田
市
長
ら
が
開
港
を
祝
い
ま
し

た
。
小
川
市
長
は
、「
成
田
に
空
港
を
設

置
す
る
と
閣
議
決
定
さ
れ
た
昭
和
41
年

以
来
の
歴
史
的
経
緯
が
あ
り
、
多
く
の

苦
労
で
第
二
の
開
港
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
」と
述
べ
ま
し
た
。

式
典
後
、
新
滑
走
路
上
で
は
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
が
、
正
午
過
ぎ
に
は
地
元
商
工

会
関
係
者
や
市
長
ら
を
乗
せ
た
離
陸
一

番
機
や
一
般
か
ら
募
っ
た
ツ
ア
ー
客
が

乗
る
記
念
チ
ャ
ー
タ
ー
便
が
鹿
児
島
と

沖
縄
に
向
け
飛
び
立
ち
ま
し
た
。

暫
定
平
行
滑
走
路
の
完
成
で
、
成
田

空
港
の
年
間
発
着
枠
は
、
13
万
５
千
回

か
ら
20
万
回
へ
と
約
１
・
５
倍
に
増
加
。

新
規
乗
り
入
れ
航
空
会
社
は
14
社
増
加

し
、
全
体
で
39
カ
国
２
地
域
68
社
に
拡

大
し
ま
し
た
。

ま
た
、
既
成
路
線
の
中
で
は
、
中
国

便
が
２
倍
、
韓
国
便
が
１
・
５
倍
に
な

年
間
発
着
回
数
は
20
万
回
に

充
実
す
る
空
港
機
能

り
、
発
着
全
体
に
占
め
る
ア
ジ
ア
路
線

の
割
合
は
54
％
と
な
り
、
ア
ジ
ア
の
拠

点
空
港
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
増
加
す
る
航
空
需
要
に
対
応

す
る
た
め
、
第
１
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ

ル
で
は
、
最
新
設
備
の
サ
テ
ラ
イ
ト
が

登
場
し
、
利
便
性
・
快
適
性
が
ア
ッ
プ
。

第
２
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
で
は
、
最

先
端
の
Ｉ
Ｔ
を
駆
使
し
、
新
し
い
空
港

づ
く
り（
ｅ
‐
エ
ア
ポ
ー
ト
構
想
）が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ミッキーマウスも加わり、祝賀ムードを盛り上げたテープカット
（平成14年4月17日）

暫定平行滑走路は、ジャンボ機の運行ができない、「へ」の字形に曲がった誘導路、
民家の頭上40ｍを飛行機が通過するなど課題を残したオープンとなりました
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保
健
福
祉
館

保
健
・
医
療
・
福
祉
の

拠
点
が
誕
生

平
成
元
年
、
保
健
福
祉
館
の
前
身
と
な

る
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
再
建
要
望
が
き

っ
か
け
で
建
設
さ
れ
た
も

の
。
木
造
平
屋
建
て
で
段

差
の
な
い
バ
リ
ア
フ
リ
ー

仕
様
の
建
物
で
す
。
平
成

15
年
７
月
に
は
マ
ザ
ー
ズ

ホ
ー
ム
が
、
16
年
４
月
に

は
急
病
診
療
所
が
オ
ー
プ

ン
し
、
小
川
市
政
の「
保

健
・
医
療
・
福
祉
が
一
体

化
し
、
市
民
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち
」

を
目
指
し
た
施
設
が
完
成

し
ま
し
た
。

完成した保健福祉館
（平成14年7月）

講演会や健康体操など様々な形で利用されてい
る多目的ホール

国際交流

3市と友好都市に
成田市と同じく国際空港をもつ仁川

インチョン

広域市中区
チュング

（韓国）、古い歴史と伝統を誇る井邑
チョンウップ

市（韓国）、先
進的な福祉行政を実現しているネストベズ市（デ
ンマーク）。成田市はこうした諸都市とサッカー
などの市民スポーツ交流、中学生のホームステイ
交流や市民サークルの相互訪問、行政職員の研修
派遣などを通し交流を重ねました。その結果、平
成10年9月、平成10年1月、平成15年3月にそれぞ
れの諸都市と友好都市となりました。

ネストベス・イェンセン
市長が市内の保育園を視
察（平成15年7月15日）

井邑市の太鼓チームが成
田太鼓祭でサムルノリを
披露（平成16年4月10日）

仁川中区で行われた親善
サッカー大会歓迎式（平
成14年7月27日）

駅づくり・まちづくり

成田新高速鉄道を
活かしたまちづくりを提唱
成田国際空港と東京都心を30分台で結ぶ成田
新高速鉄道。空港アクセスや沿線地域の発展・振
興の点からも早期着工が叫ばれていました。暫定
平行滑走路のオープン後、駅づくり・まちづくり
実行委員会主催による公開討論会が開催されるな
ど、事業の推進・実現に向けて最重要課題の一つ
となりました。

駅づくりの重要性を訴える小川市長
（平成14年5月19日）

市
町
村
合
併

成
田
国
際
空
港
の
も
っ
て
い
る
潜
在

的
能
力
を
最
大
限
に
活
か
す
た
め
、
合

併
は
有
効
な
手
段
の
一
つ
と
い
う
考
え

の
も
と
、
平
成
14
年
11
月
18
日
、
成
田

市
周
辺
の
２
市
７
町
は
、
任
意
の
合
併

検
討
協
議
会
設
置
に
合
意
。
最
終
的
に

は
県
内
最
多
の
２
市
８
町
１
村
が
参
加

し
、
空
港
周
辺
地
域
の
一
体
的
な
発
展

を
目
指
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
話
し

合
わ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
平
成
15
年

３
月
５
日
、
市
議
会
で
法
定
協
議
会
設

置
議
案
が
否
決
。
合
併
構
想
は
白
紙
に

戻
り
、
そ
の
責
任
を
取
っ
て
小
川
市
長

は
辞
職
し
ま
し
た
。

第4回成田地域任意合併検討協議会（平成15年2月8日）

成
田
空
港
圏
の

11
市
町
村
合
併
案
が
白
紙
に


